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緒言

褐縦類の細胞中に普通的に存在し，屈光性を有して良く怖く犬小様々の

小胞一一今日 “Physoden"又は“Fucosanblasen"と呼ばれている引きーーに関

してはかなり古くから知られており，その本体についても種々論議されてき

た。すなわち， REINKE (1876)， HANSEN (1893)等による脂肪滴説， ScHMITZ 

(1883)， HANSTEEN (1892)等による炭水化物粒説，BERTHOLD (1882)， CZAPEK 

(1913¥ KYLIN (1912)等によるタ γニY胞説， CRATO (1892)， HUNGER (1902) 

等によるフロログルチ γ系物質含有胞説等々がこれである。

CRATO (1892)は小胞に初めて “Physoden"という名称を与え，その形態

学的並びに細胞化学的観察を行った。その結果によると，Physodenは通常の

vacuoleとは異なり原形質糸に治うて絶えずアメ ーパ{様運動を行っており.

またその内容物はワユリ γと填酸により亦色を豆!する事から，プロログノレチ

シスはその類似物質・であろう と考えた。

然るに，これk同年 HANSTEEN(1892)は化学的研究の結果，小1J包内容物

は1種の同化産物で，彼により分離命名された多糖質“Fucosane"であると

主張し，その小胞を“Fucosankornchen"と呼んでいる。

その後 KYLIN(1912， 1913)は，当時までの純物学的及び化学的研究を敦

賀、し， CRATOのPhysodenは結局1種のタ Yニシ様物質一一之を“Fucosan"

主命名したーーを含有する特殊な小胞であるとし， との小胞を“Fucosan-

blasen"とH手ぷ事を提唱した。また彼 (1918)は HANSTEENの Fucosaneにつ

いて調べた結果， これはラミナリンと同一物質と考えられ， Physodenの内

容物とは本質的に異なるもの勺ある事を指摘した。

爾来 Physodenの研究についてみるべきものはなかったが，近年フラ γ

スの植物学者聞において，主に細胞学的立場より再検討された。

侍~~海道立衛生研究所

酬著者は形態的Ir.広義のPhJ80denを用いた。
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MANGENOT (1926)比 Physodenは vacuole中に沈澱する 1穫のフェノ

ーノレ系物質より成るとし，これを "grainsde fucosane"と呼んでいる。

CHADEFAUD (1932，1935)はPhysodenの細胞学的形態について詳細に研

究し，その結果クレジル背染色により次の 4つの型に分別した。

1. Fucosanを含有し，小胞全体が背色に染色される型。

2. Fucosan を含有し，部分的!l!~i*立状に育色に染色される型。

3. Fucosanを含有せず，メタクロマジーを呈し紫色に染色される型。

4. Fucosanを含有せず， 全く染色されない型。

なお， KYLIN (1938)はとれらの研究に対して批判的見解を述べている。

以上の如く， Physodenは研究者によってその形態が幾分相違しており，

またそれらの内容物の性状も未だ明らかでない。従って日lysodenの細胞学

的意義も今日なお半IJ然としない。

著者は Physodenの分別に当り，その内容物質の化学的性質の相違に基

づいて行うのを妥当であると考・え，先ず Physodenのいろいろな形態を数種

の褐渓頬について観察し，これらを細胞化学的に分別した。次いでそれらの

内容物質を化学的に分別抽出してその化学的性質を調べ，細胞化学的性状と

比較検討した結果， Physodenはその内容物の性状により，少なくとも 3位

の型に大別される事を認めた。

PhY80denの細胞化学的証明

KYLlN (1913)及び CHADEFAUD(1932)の方法により，次の 3Jttを布する
小胞を検H¥した.然しながら，後述の如<1)及び 2)の両方を示すが， 3)を示

さない小胞でも Physodenの1径と考えた。

1) ワユリ γと総括正酸により赤色をhlす。

2) オスミヲム酸により黒変ずる。

3) クレジル背により通常背色に染色されるが，時として応然色を足す

る。

Phy80denの形態的観察

ホソメコンブ Laminariareligiosa MIYABE図1，2，3参照。

新鮮なAJ柴の表面観では，クレジJレ育により青色に染まる小型球状の

Physodenが無数に存在し，原形質中に散在するか，又は移k欽状Y乙辿給して
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いる.これらは横断面において表皮細胞中に見出されるものと問ーである。

一方成体茎部の横断面では，主に粘液l隆道の周辺細胞中に，大型で育:萄状築

塊をなす球状の Physodenが多数みられる。これらは半流動性で，やや成型

性を有し，運動性をもたない。この Physodenは CHADEFAUD(1935)により

Laminaria clousloniにおいて観察された“physodesa Yendo type"と同ーと

考えられる.髄組織の hypha中にも大型及び小型の球状を呈する Physoden

がみられる.ζれらの Physodenはクレジル育の他，メチレシ育や2，6ージク

ローノレフェニ-}レイジドブェノーノレ色素により純背に染まり， 之に対して

vacuoleは一般に赤紫色に染まるから容易に区別され得る。然しながら，

hypha中に往々赤紫色を呈する小型の Physodenをも見出した。 CHADEFAUD

によると，これはメタクロマジーに依るもので，育色を呈するものと区別し

ているが，メタクロマジーは元米色素と Physoden内容物質との結合によっ

て起り， しかも種々の物理化学的条件によって変化し易いものであるから，

著者はあえてこれを区別しない事とした。

以上の観察により，本種。 PhysodenIt.細胞化学的に全く同ーの性質を

示し，ただその形の大いさのみ異なる 2種の型が存在する.著者は便宜上小

型のものを Physoden“A"とし，大型のものを Physoden“AY"と呼ぶ事と

する。

Plate (Allぬefigures show the materials after s切iningwith cresyl blue) 
Ph. A; Physode type A. Ph. A Y; Physode type A Y. Ph. B; Physode 
type B. PιC; Pbysode type C. N; Cell nucleus. M. C.; Mucilage 
canaI. 
Fig. 1-3， [，am初日行。，religiosa MIYABE; Fig.l， tran5verse section through the 
stipe， showing the巴巴115巴ontainingphysod母AY，and the mu巴ilagecanals with 
secreting cells in the outer cortex. Physod凶 arestained blue， whereas inner 
substance.> of rnu巴i1agecanals red-violet. Fig.2， showing physode A in a epi-
dermal ceIl of a thallus. Fig. s， showing both physode A and AY in a hypha 
of a stipe. 
Fig. 4 and 6， Undaria pinnatifidα(HARV.) SUR.; Fig. 4， traosverse sectioo 
through the frond， 5howing the epidermal cells containing physode A， and 
YENDO's mucilage gland io which a large cluster of physode A Y is filled 
Fig. 6， showing physode A io cells of the hairs. 
Fig.6 and 7， Dictyopwru; divaricαtq. OKAM.; Fig. 6， surface view of a frond， 
showing the cells cootaining both physodes B with various shapes and phsodes 
C in different sizes. 1"ig.7， showing physode C io a rhizoidal cell. 
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ワカメ Undariapinnatijida (HARV.) SUR.図4，5参照。

本種における Physodenの種類及び分布は，前記ホソメコシプと略同ー

であるが， Physode AYは hyphaのみならず，遠藤氏 (1909)により見出され

た粘液腺細胞中にも存在する。ワカメ属の粘液腺の内容物に関しては，既に

SAUV AGEAU (1916)により Fucosanの存在が認められ，また前述の如くコ γ

プ属に存在する Physodenとその形態の類似性が指摘された.著者1(1955)は

両者・の粘液分泌器官を細胞化学的に検討した結果，ゴンプ属では粘液質ブコ

イジシのみから成り，ワカメ属では PhysodenAYの含有される事を認めた。

しかもクレジノレ背によるメタクロマジーが酸性域 (pH2.2-2.6)において解消

する事，またその細胞化学的性状などから推すと， Physoden A Y及び Aは

粘液質としてアノレギ Y酸を含み，更に通常は之がブι ノーノレ系物質(Fucosan)

とコロイド状:乙結合して存在するもの と考えた。

エゾヤハズ Dictyoρterisdivaricata OKAM. ~I 6， 7参照。

新鮮な葉状休の表面観では，クレジノレ背により青色7乙染まる無数の小胞

が存在する.その形態i土PhysodenAとは明らかに巣なり，成型性を有さず，

その形状・大いさも一定しない.球状・洋梨状・票1]箪状・有尾状・糸状等種

々の形を示し，これらは原形質流動により巡動性を示すo vacuoleに近似す

るが，メタクロマグーを呈さない点において !f~なる。この Physoden を著者

は Physoden“B"と呼ぶ事とするo

葉状体検査庁面において， Physoden Bは主として表脳細胞にのみ見山さ

れるが，一方中層細胞には PhysodenA及び AYも見出し得る。 2，6ージクロ

-J'CIフェニノレインドフェノ{ノレ色素により染色すると，PhysodenA及びAY

は良く背色を呈するが， Physoden Bは殆んど染色されない。これは次械に

おいて述べるように，その内容物質(FucosanB)の化学的性質の相逃による

ものである。 KYLlN(1938)はFucusvesicu!osusのFucosanは著しい還元カを

イiし，これがインドフェノーノレ色素を還元して健色せしめるそ与を認めている。

従って著者の PhysodenBは彼の Fucosanblasenと全く岡ーと考えられる.

次に著者(1951)は本種桜部の仮桜細胞中に，上記 Physodenとは極々の

Jえにおいて全く梨なる小胞を見出した.とれは 1種の精油小胞に属し， f盗光

性を有するので{也~区別され得る。クレジノレ背で ìt.全く染色きれないが， ワ

ニリ γと蟻酸によ り紅赤色を呈し，オスミクム反応を呈する。よって著者は

この型のものを Physoden“C"と呼ぶ事とする。
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以上著者は Physodenを3種の型に分別したが， とれらは更W.ー次報W.述

べられる各 Physoden内容物質の化学的性状により， 一層明篠に区別され得

る。またこれら 3穫の Physodenは他の属種の褐濠についても観察さ れた

が， その中 PhysodenA は全ての種に共通して存在する事が判明したロ 最

近 CHADEFAUD(1950)は淡水産褐藻 Heribaudiellajluviatilisについて

Physoden ([)存在を認め， これが環境によらず，褐謀とい う因子型の形質で

あると述べているのは興味深い。

Summary 

On the basis of cytochemical observations by the author， phY80des. the 
highly refractive vesicles widespread in cells of Phaeophyceae. were divided 

into the fol1owing three types: 
1. Physo:le type A; in this type are included the small globular vesicles 
with some plasticity. whicb are found in cells of all tissue regions. sca七七日red
or combined wi七heach other like beads. 
As for the larger ones. which are found in the cells around mu巴ilage
canals. or hyphal cells of L日間的αriaγeligiosaMIYABE. they were designated 
as type “AY" for the reason of thei r id日ntitywith the vesicles in YENDO'S 
glandular cells of U~叩dariα.

Both type A and A Y are stained with巴resylblue， pure blue. and often 
red-violet responsible for metachromasy. 
2. Physode type B; this type comprises the ve~icles. which are found in 
large quantities. as a rule. in the cells of cortical tissues. These vesicles 
appear to be a kind of va巴uolesvarying in size and shape according to the 
protopl鎚 micmov岨 ent.
This type difl'ers from type A in that it can hardly be stained with indo' 
phenol blue on ac巴ountof its reducing power for this dye. 
3. Physode type C; this type comprises the small vesicles with much 
iridescence. which have been observed in the rhizoidal cel1s of Dictyopteris 
divaricata OKAM. by the author. 
百 eycontain a kind of essential oil consisting of the terpene compounds. 
onwhich chemical studies have already bee且 doneby the present author and 
others. 
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海亀の甲の上に見出された
Gelidz'ella r:unellosα 

一木明子

M. ICHIK[: GelidおUaramello8αfound 00 
the carapace of a sea turtle 

議類は岩の上ばかりでなく，動物の体の上にも生える ζ とは周知のとお

りである。たとえば軟体動物の貝殻の上などには普通に見出され，よく 記載

されている。ところが亀の甲ということになると，ずっと珍らしいことにな

りあまり記載もない.有名な例としては，淡水産の Basicladiaがクサガメの

甲に着生して，いわゆる袈亀の尾を形成していることが記述されている.

ととに報告するνマテジグナの一種は，アカクミガメの叩に見出された
場合でらる。 調べた結果，Gelidie!la ramellosa (KUTZlNG) FELDMANN et 

HAMELにらててきしっかえないと思われたので，ここに報告する3

この紅渓は対島の佐須奈で九大・l決・水産学教室の道津占星術氏によって，

1954年 12月採取されたもので亀の甲のよにじゅうたん状にすきまな く寄生

していたのを，メスでけずりとって持ち帰ったものである。亀はかなり大き

いもので叩長が 60-70cm位のものだったそうで，プリの手伝し網の二重落し

古[1に入りこんて・いたという.との紅誌の色は黒ずんだ亦制色であったので，

材料のm fJ~を ?をけた l時はね;泌の感じは全く うけなかった。
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